
ヤマハ発動機株式会社 
２０１４年２月１２日 

２０１３年１２月期 本決算説明会 

 第４３回 東京モーターショー ヤマハブース 



● 業績予想について 

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社の経
営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変化により大きく異
なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、主要市場における
経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動等が含まれます。 

本日ご説明する内容 

２０１３年１２月期 本決算  

     ■ 概要説明   代表取締役社長   柳 弘之 

     ■ 事業別説明    取締役    篠﨑 幸造 



概要説明 



１２年実績 １３年実績 １４年予想 

売上高 １２,０７７ １４,１０５ １５,０００ 

営業利益 １８６ ５５１ ７５０ 

営業利益率 １.５％ ３.９％ ５.０％ 

経常利益 ２７３ ６０１ ７７０ 

当期純利益 ７５ ４４１ ４５０ 

為替レート 
（$/€） 

８０円/１０３円 ９８円/１３０円 １００円/１３５円 

経営業績 

２０１３年： 前年比、売上高＋２,０２８億円・営業利益＋３６５億円。 
 （先進国） 黒字化 （新興国二輪車） 前年並み （その他） 売上高＋1０％ 
２０１４年： 前年比、売上高＋８９５億円・営業利益＋１９９億円を予想。 
 事業戦略の補強・見直し、計画前倒しに取り組む。 

（億円） 

4 ※ 海外子会社における繰延税金資産の回収可能性の見直しによる繰延税金資産の追加計上分 （99億円）を含む 

※ 



経営総括 （２０１３年） 
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先進国事業 
マリン販売増加・為替効果等により、黒字化達成。 
リーマンショック後の二輪車出荷台数減少が底打ちする。 
 

新興国二輪車事業 
景気鈍化・金融引締めの影響により、踊り場状態続く。 
各市場において （ベトナム・タイ除く）、前年比販売増加。 
 

その他事業 
ＲＶ： 新商品投入により、事業改善進む。 
ＳＰＶ・特機： 新商品投入・顧客開拓により、事業改善進む。 
 

長期戦略 
ＬＭＷ導入準備、新規分野の開発プロジェクト進む。 
市場参入準備進む （パキスタン二輪車・中国マリン等）。 
 

構造改革 
国内工場再編成 （８工場・１６ユニット）、 
  中期コストダウン （初年度１０４億円）、欧州事業体制改革進む。 

※ ＲＶ：レクリエーショナル・ビークル ＳＰＶ：スマート・パワー・ビークル ＬＭＷ：リーニング・マルチ・ホイール 



二輪車事業： 世界販売状況 

２０１３年： 総数６０１万台、各市場 （タイ・ベトナム除く）で増加。 
２０１４年： 総数６５７万台、先進国・インド・ブラジル等で増加予想。 

３４７ ３６６ ４０８ 

３,８９５ 
３,６０６ 

３,７５３ 

３４８ 
４６２ 

６１３ 

１,５００ １,５８１ 

１,７９８ 

インド 

アセアン 

その他 

先進国 

出荷台数 
（千台） 

※ 先進国：日本・北米・欧州 （ロシア含む）・大洋州 アセアン：インドネシア・ベトナム・タイ 6 

６,０９０ 

１２年 １３年 １４年 （予想） 

６,５７２ 

６,０１４ 



二輪車事業： 先進国市場 

出荷台数 
（千台） 

２０１３年： 当社出荷は、３７万台・１０６％ 底打ち・回復進む。  
 日本１１５％、北米上期９９％・下期１１８％、欧州上期８９％・下期１１３％ 
２０１４年： 総需要は、日本・北米で増加、欧州は前年並み。 
 当社出荷は、４１万台・１１１％を予想。 

主な取り組み （２０１４年） 
◇高性能・軽量・低燃費＋デザイン戦略 
◇ＭＴ領域・その他の拡充 
 
 
 
 
                     

９４ １０９ １０８ 

７１ 
７６ ８２ 

１６５ 
１６２ 

１９８ 

１７ 
１９ 

２０ 

欧州 

北米 

大洋州 

日本 
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１２年 １３年 １４年 （予想） 

３４７ 

４０８ 

３６６ 

ＭＴ-０９ ＭＴ-０７ 



二輪車事業： インド市場 

２０１３年： 総需要は、３Ｑ以降持ち直して１,４３４万台・１０４％。 
 当社出荷は、総数６５万台・（国内）１３３％ （輸出）１３６％。 
２０１４年： 総需要1,５００万台、当社出荷８３万台・１２７％を予想。 

主な取り組み （２０１４年） 
◇スクーター/デラックス領域の強化 
◇市場・顧客開拓 都市部から地方部へ 
◇新工場立ち上げ （１０月予定） 

ＣＹＧＮＵＳ ＲＡＹ Ｚ ＣＹＧＮＵＳ α 
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３４８ 
４６２ 

６１３ 

１４０ 

１９０ 

２１３ 

輸出 

国内 

出荷台数 
（千台） 

４８８ 

１２年 １３年 １４年 （予想） 

６５１ 

８２６ 



二輪車事業： インドネシア市場 

出荷台数 
（千台） 

２０１３年： 総需要は、頭金規制後反転して７７４万台・１１０％。 
 当社出荷も、反転して２４９万台・前年比１０３％。 
２０１４年： 総需要７８０万台、当社出荷２６０万台・１０４％以上を予想。 
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主な取り組み （２０１４年） 
◇スポーツ領域等の強化 
◇次世代エンジン＋プラットフォーム、 
  グローバルモデル投入 

２,４２３ 

２,６００ 

１２年 １３年 １４年 （予想） 

２,４９２ 

Ｒ１５  ＧＴ１２５  
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グローバルモデル  

２０１４年 ２モデル投入、２０１５年以降 継続投入する。 
 ・個性的な商品性 （高性能・軽量・低燃費＋デザイン）とコストの両立 
 ・新しい価値の提案、新しい顧客の獲得 
 ・アジアからグローバル市場へ 
  

Ｒ２５ 
（東京モーターショー参考出展車） 

ＴＲＩＣＩＴＹ Ｃｏｎｃｅｐｔ 
（東京モーターショー参考出展車） 



２０１３年： 増収・増益、特に営業利益率の改善進む。 
 船外機は、新商品投入 （２００馬力 等）により北米での販売増加。 
２０１４年： 更なる増収・増益を目指す。 

マリン事業 

主な取り組み （２０１４年） 
◇先進国： 新商品投入続く （１１５馬力 等） 
◇新興国： 船外機生産開始 （タイ） 
◇中国： 漁船製造工場立ち上げ （９月予定） 

１,１６１ 
１,３８５ １,４３０ 

３７８ 

４７４ ４９０ １６７ 

２４０ 
２５５ 

２５７ 

３３４ 
３２５ 

１２年 １３年 １４年 （予想） 

船外機 

ＷＶ 

ボート 

部品他 

１,９６３ 

５.５％  １３.１％  １４.４％ 
営業 
利益率 

売上高 
（億円） 

中国漁船市場 

当社ＦＲＰ製養殖作業船 
＋船外機 

２,４３４ 
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２,５００ 



７７ 
６４ ６７ 

８７ 

２１ 

２５ 
２９ 

３１ 

ＶＩＫＩＮＧ 

ＲＶ事業 

ＳＲ ＶＩＰＥＲ 

主な取り組み （２０１４年） 
◇高性能・高信頼性の商品づくり 
◇顧客層を広げるラインナップ拡充 
 
 
 
                     

ＡＴＶ 
ＲＯＶ 

ＳＭＢ 

９８ 

２０１３年： 当社出荷は、８.９万台・９１％、増収１２７％。 
 ・ＲＯＶ： ５年間連続の商品投入による強力ラインナップ復活へ。 
 ・ＳＭＢ： 他社ＯＥＭによる新商品投入、ロシア市場での販売増加。 
２０１４年： 当社出荷は、９.６万台・１０８％、増収１１６％を予想。 
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売上高 
（億円） 

５４９ 

１２年 １３年 １４年 
（予想） 

出荷台数 
（千台） 

１５年 
（目標） 

８９ 
９６ 

１１８ 

６９７ 

※ ＲＶ：レクリエーショナル・ビークル ＲＯＶ:レクリエーショナル・オフハイウェイ・ビークル ＳＭＢ：スノー・モビル 

８１０ １,１００ 



ＳＰＶ事業 （ＰＡＳ） 

２０１３年： 当社出荷は、２３万台・１２２％。 
 ・国内： トリプルセンサー投入・需要開拓等による。 
 ・欧州： 提携先３社から４社へ （＋数社獲得見込み）、拡大準備進む。 
２０１４年： 当社出荷は、２８万台・１２１％を予想。 

主な取り組み （２０１４年） 
◇新パワーユニット導入、高機能拡充 
◇国内外市場で顧客層を広げる  

ＰＡＳ ＫＩＳＳ ＭＩＮＩ 
（子乗せモデル） 

欧州 Ｅ・Ｋｉｔ  

国内 
（ＰＡＳ 

+ＯＥＭ） 

輸出 
（Ｅ・Ｋｉｔ） 
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１８６ 
２２９ ２４３ 

２７９ 

４ 

３ 

３８ 

８８ 

１２年 １３年 １４年 
（予想） 

１５年 
（目標） 

１９０ 

出荷台数 
（千台） 

ＥＶＩＮＯ 
（東京モータショー 

参考出展車）  

２３２ 

２８１ 

３６７ 

※ ＳＰＶ：スマート・パワー・ビークル ＰＡＳ：電動アシスト自転車 



２０１３年 配当・２０１４年 業績予想 
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２０１３年： 年間配当１株当り２６円 （配当性向２０％）を実施予定。 
２０１４年： 売上高１.５兆円・営業利益７５０億円、年間配当２６円を予想。  
 事業戦略の補強・見直し、計画前倒しに取り組む。 

売上高・ 
営業利益（億円） 

１.５％ 

１２年 １４年 （予想） １５年 （目標） 
(98/130) ($/€)  (100/135) (80/103) 

１２,０７７ 

１８６ 

１３年 
(80/105) 

８００ 

年間配当 １０円 ２６円 ２６円 

５.０％ 

７５０ 

３.９％ 

５５１ 

１４,１０５ 

１５,０００ 

１６,０００ 

５.０％ 

当期純利益 ７５億円 ４４１億円 ４５０億円 



事業別説明 



売上高・営業利益 四半期推移 

１２４ 

８４ 

２０ 

△４２ 

１３９ 
１６４ 

１１９ １３０ 

３,１５９ ３,１６３ 

２,７７３ 
２,９８２ 

３,２７６ 

３,７５２ 
３,４５１ 

３,６２６ 

１２年１Ｑ 

(79/104) 

１２年２Ｑ 

(80/103) 

１２年３Ｑ 

(79/98) 

１２年４Ｑ 

(81/105) 

１３年２Ｑ 

(99/129) 

１３年３Ｑ 

(99/131) 

１３年４Ｑ 

(100/137) 

１３年１Ｑ 

(92/122) ($/€) 

２０１２年： 新興国の在庫調整により、下期に入り利益減少。 
２０１３年： 先進国販売増加、新興国販売回復により利益安定化。 
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売上高 

営業利益 

（億円） 
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営業利益変化要因 

２０１３年： 先進国改善、インドネシア・インド増益によりタイ減益を吸収。 
２０１４年： 先進国の更なる収益改善、新興国二輪車販売増加で増益。 

１８６ 
２０２ 

８７ 

７６ 

５５１ １１７ 

４９ ３３ 

７５０ 

１２年 
（$/€：80/103） 

１４年 
（100/135） 

（億円） 

１３年 
（98/130） 

先進国 

新興国 
二輪車 

その他 

先進国 

新興国 
二輪車 

その他 



二輪車 販売台数・売上高 

９４ １０９ １０８ 
７１ ７６ ８２ 

１６５ １６２ １９８ 

５,２２８ ５,０７７ 
５,４７８ 

５３３ 
５９０ 

７０６ 
６,０９０ 

６,０１４ 

６,５７２ 

３６１ ３７４ ４００ 
４１６ ５０３ ５３０ 

７９２ ８９０ １,０７０ 

５,３３０ 
６,１００ 

６,３２０ 

１,０８７ 

１,４１５ 
１,６３０ ７,９８７ 

９,２８２ 

９,９５０ 
売上高 出荷台数 

２０１３年： 売上高は為替影響・モデルミックスにより前年比増加。 
２０１４年： 出荷台数・売上金額ともに前年比伸張。 

（億円） 

アジア 

欧州 
北米 
日本 

その他 

（千台） 

１２年 １３年 １２年 １３年 

(98/130) (80/103) ($/€)  
１４年 （予想） １４年 （予想） 

(100/135) 
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マリン・特機・その他 売上高 

２６７ ２６３ 

９１３ 
１,２４７ 

３１０ 

３６８ 
１１１ 

１２１ 

３６２ 

４３５ １,９６３ 

２,４３４ ２,５００ 

アジア 
欧州 

北米 

日本 

その他 

１５３ １５９ 

５１０ 
６８１ 

２０７ 

２５４ 
６３ 

６９ 

１０４ 

１０４ 
１,０３６ 

１,２６７ 
１,４００ 

７４２ ６８２ 

１３ 
１８ 

３０ ５５ 
１５２ １７６ 

１５４ １９１ 

１,０９１ １,１２２ １,１５０ 

マリン 特機 その他 

マリン ： 北米での大型モデルの販売増加とロシアでの販売拡大。 
特機  ： ＲＯＶ新商品効果、ゴルフカー・スノーモビル販売増加。 
その他 ： 電動アシスト自転車・ＩＭ増収。 

（億円） 

１２年 １３年 
(98/130) (80/103) ($/€)  

１４年 （予想） 
(100/135) 

１２年 １３年 １４年 （予想） １２年 １３年 １４年 （予想） 
(98/130) (80/103) (100/135) (98/130) (80/103) (100/135) 

19 ※ ＩＭ：インテリジェント・マシーナリー （産業用機械・ロボット） 



事業セグメント別売上高・営業利益 

７,９８７ 
９,２８２ ９,９５０ 

１,９６３ 

２,４３４ 
２,５００ 

１,０３６ 

１,２６７ 
１,４００ 

１,０９１ 

１,１２２ 
１,１５０ 

１２,０７７ 

１４,１０５ 
１５,０００ 

８４ 
２００ 

１０８ 

３１８ 

３６０ 

５ 

５３ 

８０ 

７４ 

９７ 

１１０ 

１８６ 

５５１ 

７５０ 

売上高 営業利益 

その他 

マリン 
特機 

二輪車 

（億円） 

１２年 １３年 
(98/130) (80/103) ($/€)  

１４年 （予想） 
(100/135) 

１２年 １３年 １４年 （予想） 
(98/130) (80/103) (100/135) 

▲２ 

２０１３年： 営業利益 二輪車底打ち、マリン大幅改善。 
２０１４年： 全セグメント増収・増益を目指す。 
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１５１ 

１３０ 

売上高・営業利益 

※ 先進国：日米欧向二輪車・四輪バギー・船外機・ウォータービークル・スノーモビル、その他：先進国、新興国二輪車以外 

（億円） 

(98/130) (80/103) 

新興国 
二輪車 

その他 

先進国
 

その他 

先進国 
（欧米）

 

１３年 １２年 

売上高 

営業利益 新興国 
二輪車 

（アジア・中南米） 

(100/135) 
１４年 （予想） 

($/€)  

１２,０７７ 

１８６ 
６,４１８ 

３,３３８ 

２,３２１ 

△１８９ 

２２４ 

１４,１０５ 

５５１ ７,５１５ 

４,０２５ 

２,５６４ 

１４ 

３１１ 

２２７ 

１５,０００ 

７５０ 
７,９５０ 

４,４００ 

２,６５０ 

２０１３年： 先進国事業黒字化達成。 
２０１４年： 新商品効果で先進国本格回復、新興国は規模増加を目指す。 

２６０ 

３６０ 
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５６ 

７７ 

２１ 

１２６ １２９ 

２００以上 

７.５ 

９.７ 

２.５ 

１２.７ １１.２ 

１５.０ 

０ 
１５.５ 

１０ 

２６ ２６ 

１株当たり 
配当金 （円） 

ＥＰＳ （円） 

１０年 １１年 １２年 １３年 １４年 
（予想） 

目指す姿 

株主還元・ＲＯＥ  

ＲＯＥ （％） 

連結自己 
資本比率 

２８％ ３１％ ３２％ ３３.５％ ３４.４％ ４０％ 
22 

 １株当たり利益向上により、安定した株主還元を実施。 
 目指す姿： ＲＯＥ１５％ １株あたり利益２００円以上。 





主要商品別 総需要・当社出荷台数  

総需要 （当社推定） 

12年 
実績 

13年 
実績 

14年 
予想 

日本 442 460 463 

北米 502 520 548 

欧州 1,744 1,649 1,659 

インドネシア 7,064 7,744 7,800 

タイ 2,129 2,004 1,800 

インド 13,806 14,343 15,000 

ベトナム 3,109 2,793 2,800 

台湾 628 668 680 

中国 12,630 11,627 10,697 

その他 4,537 4,365 4,468 

アジア計 43,903 43,544 43,245 

     ブラジル 1,654 1,515 1,500 

     その他 7,244 7,989 8,772 

その他計 8,897 9,504 10,272 

二輪車計 55,490 55,678 56,187 

船外機 759 781 816 

ＡＴＶ 516 523 522 
電動アシスト自転車 
 （日本） 

386 435 467 

ヤマハ発動機 出荷台数 
12年 
実績 

13年 
実績 

14年 
予想 

日本 94 109 108 

北米 71 76 82 

欧州 165 162 198 

インドネシア 2,423 2,492 2,600 

タイ 550 348 350 

インド 348 462 613 

ベトナム 922 766 803 

台湾 179 189 226 

中国 492 465 505 

その他 313 355 381 

アジア計 5,228 5,077 5,478 

     ブラジル 164 179 222 

     その他 369 411 485 

その他計 533 590 706 

二輪車計 6,090 6,014 6,572 

船外機 322 313 326 

ＡＴＶ 70 55 49 
ＰＡＳ 
（完成車） 

104 131 144 

台数単位：千台 
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事業別売上高・営業利益 

年間 ４Q 
12年実績 13年実績 14年予想 12年実績 13年実績 

二輪車 7,987 9,282 9,950 2,009 2,326 
マリン 1,963 2,434 2,500 423 581 
特機 1,036 1,267 1,400 308 426 
その他 1,091 1,122 1,150 241 293 

合 計  12,077 14,105 15,000 2,982 3,626 

二輪車 △2 84 200 △29 22 
マリン 108 318 360 1 72 
特機 5 53 80 △21 11 
その他 74 97 110 8 25 

合 計  186 551 750 △42 130 

二輪車 △0.0% 0.9 2.0 △1.5% 1.0 
マリン 5.5 13.1 14.4 0.3     12.4 
特機 0.5 4.2 5.7 △7.0    2.5 
その他 6.8 8.7 9.6 3.2 8.4 

合 計  1.5 3.9 5.0 △1.4   3.6 

売上高 (億円) 

営業利益 (億円) 

営業利益率 (％) 
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１２年 

出所） 二輪車・ATV：MIC、船外機：NMMＡ （登録台数） 

二輪車 

船外機 

（千台） 

1-12月 
+2% 

ＡＴＶ 

１３年 

米国主要商品 月別総需要推移  

4 5 6 7 8 9 1 2 3 

(△22%) 

20 

29 

61 

20 

47 

27 
(△8%) 

(+1%) 

11 
14 

25 22 

11 13 

(△11%) 

(△10%) (△6%) 

6 
9 6 9 

(△4%) (+5%) 

27 27 
(+0%) 

(+4%) 
52 55 50 

53 51 56 
(+3%) (+1%) 

22 20 18 19  21 21 
(+5%) (+6%) (△2%) 

17 
22 

17 
24 

(+9%) 
(△5%) 

31 34 
(+12%) 

17 15 
22 21 

(+40%) (+26%) 

15 12 

(△17%) 

14 
18 20 20  17 21 

(△1%) (+15%) (+22%) 

40 38 
32 

45 
36 

46 
(+21%) (+12%) 

(+15%) 

10 

8 9 

(+15%) 

19 19 
(+1%) 

27 30 

(+12%) 

11 

7 
11 

(+55%) 

20 18 
(△11%) 

22 24 
(+9%) 

12 

9 6 

(△27%) 

25 27 
(+9%) 

28 27 

(△ 5%) 

10-12月 +5% 

10-12月 +0% 

10-12月 +11% 

1-12月 
+1% 

1-12月 
+8% 
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１８６ 

４３２ 

４８ 

１０４ △２１ △６４ 

△４０ 
△２４ 

△１２８ 
５８ 

５５１ 

１２年 
（$/€：80/103） 

１３年 
（98/130） 

（億円） 

営業利益変化要因 【１２年実績 対 １３年実績】 

コスト 
ダウン 

その他 

販管費 
増加 

売上増 
による 
荒利増 為替 

影響 

欧州構
造改革
費用 

償却費 
増加 

ＰＬ引当
戻入益 
の減少 

開発費 
増加 
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５５１ 
４５ 

２１１ 

１１０ △３１ 
△４６ △７９ 

△３８ ２７ 

７５０ 

１３年 
（$/€：98/130） 

１４年 
（100/135） 

（億円） 

コスト 
ダウン 

その他 
販管費 
増加 

売上増 
による 
荒利増 

為替 
影響 

原材料 
価格変動 

開発費 
増加 

償却費 
増加 

営業利益変化要因 【１３年実績 対 １４年予想】 
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１３年（年間） １４年 （年間） 

（億円） US$ EURO その他 合計 US$ EURO その他 合計 
  

 本社の輸出入にかかる為替影響 297 103 0 400 30 18 0 48 
 粗利益の換算影響 （海外子会社） 73 41 193 307 13 12 △24 1 
 販管費の換算影響 （海外子会社） △68 △55 △152 △276 △10 △11 17 △4 
 営業利益への為替影響 303 89 41 432 34 18 △7 45 

    為替感応度 

    １円の変動が営業利益 

    に与える影響額 

US$ 
１７億円 

EURO 
４億円 

US$ 
１５億円 

EURO 
４億円 

為替影響 （対前年） 
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